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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現在日本では、戦後に植栽された人工林が生長し、伐期を迎えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
低迷していた日本の木材自給率は回復傾向にあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その中でも北海道は73.5％と全国的にも高い木材自給を達成しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
しかし、この用途には木質バイオマスとしての燃料利用が含まれ、現状１/４の木材が燃料利用されています。この状況は適切な利用といえるのでしょうか？
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
森林の適切な循環には利用してから燃料とする。という炭素を貯蓄する課程が必要です。そのために私達循環班は使いたい物をつくること、利用したいと思ってもらう意識を体験で広めています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
木材としての利用促進は林野庁も実践しており、私達もこのウッドチェンジの普及に取り組んでいます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
旭川市は木材の生産・木工で産業が発展してきた町です。しかし、2025年時点のGoogleのAIによるインターネット不の情報集計では旭川市のイメージとして森林・木工などに関わる内容が出たのは９位と北海道旭川市の木に対する意識は低い状況となっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こうした現状をチェンジすべく、私達は活動を続けています。そして今年は、前年度活動を行っていた現3年生だけでなく私達２年生も活動に加わり、4月からは計13人で活動がスタートしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
森林循環班の活動方針及び、私達の活動と主に結びつくSDGｚの項目はこちらになります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、今年度の活動テーマは、「使いたい物を学び、使える物を産む」、「体験活動で木の魅力に気づいてもらう」の２つに決定しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
年間活動計画がこちらです。昨年の校内発表後の活動から続き、オレンジ色の部分が参加行事です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年も販売予定行事は7月の森林の市に設定しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　販売物として、体験の予備材料を利用した手提げ木箱とスパイスボックス
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
トリマーの取り扱い練習で作成した小箱
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ワークショップの試作品として作成した飾り棚
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これら４点を準備し、森林の市で販売しました。


12 BRENOHE! BREAERLHT%

AR 5T an

INFE 35 0M
AINL ARy I R 80 0M
FRITAHE 65 0FF

B ¢ #A 700
RKE=2 T %y b 20 0F

X Bttt el

[ = A =2 (R =5

T —XDERFTEME BRFLT

REBHDEFRIEER LR

EWN)F T BRRNE I N,



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
販売結果がこちらで、用意した製品はおおむね完売しました。そしてこの結果と他ブースの大型商品を見学した私達は、自分たちも大型製品を作成したいと考えるようになりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして大型製品といっても何を作ろうかと考えていると、廃棄予定の椅子を見つけました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
木材を当ててみると、ベンチに使えそう。この発見から大型製品としてベンチ作りに挑むことにしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
試しに利用した木材はワンバイフォーという規格品で同一形状が加工にも最適であることから、ワンバイフォー材を利用することにしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
製品化次の課題は価格、そこで市販の木材ベンチの価格を調べたところ、こちらの商品は約十三万三千円でした。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それに対し、市販のワンバイフォー規格の外国産材は３２７円、ベンチ１つに７本使用する想定で計算しても約二千三百円、完成済みベンチより十三万安く作れる計算になります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
更に、北海道産木材の利用を目指す私達は、当麻町森林組合様に電話し、道産木材のワンバイフォー材の生産は可能かと確認したところ、当麻町産トドマツのワンバイフォー材は１本７００円で生産できるという解答がありました。試算結果でも完成品のベンチより十二万八千円安くなります。しかし、受注生産のため、木材の乾燥に３か月程度かかり、そこから加工して引き渡せるという点も判明しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これらを検討した結果、市販外材のホワイトウッドでも道産トドマツ材と同様の性質を持つことから、トドマツ材は発注したうえでベンチの試作はホワイトウッドで実施することにしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　設計コンセプトとして残る課題は、簡単に作れて簡単に使える製品であるか、先ず、素材となる学校椅子はJIS規格で定められた耐久性試験をクリアしており、どんな状況でも使える素材であることが分かりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして完成イメージがこちらです。／簡単に作れることを目的に、板材は乗せる・かぶせる構造にしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
試作を数回行い、作り方はこのとおりとなりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
完成したベンチがこちらです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コンセプト通り簡単に作れ、さらに、試作から生まれた工夫として、これらの点があり、冬期間や未使用時は省スペースで収納することもできるベンチが生まれました。





プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
使用感は好評でこちらのとおり、三百七十キロの荷重にも悠々耐える性能を誇ります。


|4 F7-7etkEx N2 F2FH) ~I675

HOKKAIDO
wOOD

3% 7 ARAFE

w

1DOPR%* BHIIZ
HOIKKAIDOWYOXOID



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして私達は道産材利用のPRを目的に北海道の実施する地場産木材利用を示すロゴマークである北海道ウッドの利用申請を行いました。現在はトドマツ材の完成を待っています。





プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に私達の体験活動に関する取り組みです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
２月、北海道立旭川美術館からの依頼により木工体験教室を実施、デザイン性や作りやすさから、手提げ木箱作りを行いました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
森林資源活用班からの支援もあり、13組の親子と手提げ木箱作りを実施
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
子ども達の自由な感性から様々な作品が生まれ、新聞にも取り不げられました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして6月まちなかキャンパス2025に参加し、キーホルダー作り体験を実施しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私達は地元産木材の有効活用を広めるべく、校地や演習林の整備から発生した枝材や間伐材、地元家具メーカーの生産端材を活用したキーホルダー素材を用意しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
地元産木材を利用したキーホルダーは今年も子ども達に大人気で、用意した500人分の体験材料は終了しました。



17 FhihFv

a4 : EBEE (F—kiLd=-—d<0) CRRFELAL

R ~F—

iTE L En

FILG —1EY) IRER~

O HREBEENEZDOT7 T — b TCHFFIEEIICZ 0 >,

2 FrorFoR

< LT

NI LT /N RAEFEAN

EENDEREEIAXLFF -1,



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
体験中保護者らに実施していただいたアンケートでも満足度は１００％、今年から保護者の待ち時間に用意した農業鑑定クイズなども好評でした。そして7月、まちなかキャンパス表彰式が実施されました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
森林循環班は子ども達による投票で1日目人気3位、2日目人気2位として表彰されました。入賞は昨年度の参加者相互投票優秀賞に引き続き２年連続です。そしてこの結果は何より子ども達が木工を楽しんでくれた証です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実行委員会会長の浜田先生の好評では、昨年度以降のクオリティの向不、そして今回各日集計であったため、森林循環班はいいね札3位・2位であったが、2日間の合計ではトップであったことなど、様々な情報をいただきました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
好評いただいた点や、今年度実施しての課題を振り返った結果、私達は現状で満足せず、来年の体験に向け、体験活動に対し、新たな試みが必要な時であるという結論に至りました。



18 RN
—— 2 JKRER ~
| ARERJEE)
; DY E~

AN A
o =

OREVSST S

- B

JIN— 2
=373
IR 58
O ZFHBEWELEEE
-1=TF L=

ALY
< R
BMEERo IN—=2T
Rzt
= 10812



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年度、旭川で活動する市民グループとコドモリくらす様より、不要となったバーニングペンを寄贈いただき、計10台のバーニングペンが使えるようになりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これまでも私達は体験活動としてウッドバーニングを実施してきましたが、自由な作品制作にはいくつかの課題点もあることが分かってきました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この課題点への改良案としてウッドバーニングの下絵を用意して難易度の調整を図ることにした私達は、カーボン紙とレーザー加工による下絵を試した結果、レーザー加工で下絵を用意することでクオリティと満足感の両立を果たすことができ、この手法を採用することとしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ウッドバーニング体験の改良の結果、体験時間や自身のレベルに合わせた下絵を選び、積極的に体験に挑んでくれる体験者が増え、実施後アンケートなどでも体験満足度の向不が確認されました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　新しい試みのアイディアを探す私達、そんな中、我々2年生がインターンシップで木育を学んだ際、講師の原さんが作った木工品のコマに目がとまりました。



19 ¥ ARBEBORMREICEITT ~R i~
L. BLIBERTIVEERLTAHSY -



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
早速レーザー加工機で試作してみると形は完成し、これをベースに体験化できないか考えてみることにしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
検討した結果、作る難易度、楽しめそうなポイントが複数判明し、体験化できそうだと感じました。そして対戦面とデザイン面からさらなる改良を行いました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コマの対戦面では基本構造となる軸の竹ひご加工に着目、先端の形状により、コマは多様な動きを示しました。また、ルールの整備として使用できるパーツ数を制限することで、制作時の工夫を対戦につなげることができました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次にデザイン面では、自由な模様やイラストが描けることから、回しても止まっていても綺麗なコマを目指し、デザインの比較をした結果、星形多角形に色をつけると止まっていても回しても綺麗になることがわかり、星形多角形を刻印したデザイン向けパーツを用意することにしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
らに木の魅力をどう伝えるかについても検討し、アイディアがまとまりました。このコマ作りのワークショップを来年のまちなかキャンパスでの実施に向け準備しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私達は今年も多くの人たちに体験活動を提供してきました。そして今年はその経験を2年生に継承し、次年度／に向けた新たな挑戦への準備もできた1年でした。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私達の本年度／の活動実績はこちらのとおりです
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
３年生の先輩方は昨年の反省と今年度の木づきから、多様で発展した木づかいを生み出しました。そして来年の活動の中心となる／私達は経験を引き継ぐことができました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
木づかいから生まれた木づきは新たな世代へと循環していきます。今後も私達の活躍にご期待ください。ご清聴ありがとうございました。以不で発表を終わります。
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